






















 Mass appearance of a tropical cockroach Opisthoplatia orientalis (Blattaria, Blattoidea)  
in summer to early winter in the campus of the Seto Marine Biological Laboratory 










1999 年に初記録）、約 10 年の間に個体群はだん
だん増加し、2010 年 9 - 12 月の秋冬季に、瀬戸
臨海実験所研究棟入り口付近から正門前までの
舗装道路上に頻繁に出現した（樫山・久保田, 
2002, 2010; 久保田，2006a, b，2009, 2010）。今




た。そこで、2011 年 6 月初旬から 11 月下旬まで











1.  2011 年 6 月 4 日｛以後、月日を 0604 の 
方式で示す｝6:00 図書館前舗装道路 1 死体 
2.  0610  8:30 研究棟前舗装道路 1 死体 
3.  0615  5:00 正門内側手前舗装道路  
1 生体 
4-1.  0625  2:02 水族館入口ゲート前 
舗装道路 1 生体 
4-2.  0625  3:03 – 3:10 研究道路 7 生体 
4-3.  0625  22:50 – 23:00 研究道路 8 生体 
5.  0626  0:00 – 0:10 研究道路 22 生体 
6-1.  0628  3:10 – 3:37 研究道路  
23 生体 + 3 死体 
6-2.  0628  21:05 – 21:38 研究道路 
  41 生体(ペイントで黄色マーキング実施) 
6-3.  0628  22:35 – 22:45 研究道路  
  0 マーキング個体 + 新たな 7 生体 
(黄色マーキング実施) 
7.  0629  6:09 – 6:15 研究道路  0 
8-1.  0630  21:00 舗装された海岸道路の 
水族館入口付近 1 生体 
54 
8-2.  0630  21:10 – 21:25 研究道路 
14 生体 + 6 死体 
8-3.  0630  22:40  構内の舗装された 
海岸道路の実験所出口付近 2 生体 
9.   0701  4:05 – 4:11 研究道路 0 
10-1   0703  0:15 – 0:20 
構内の舗装された海岸道路の実験所入口 
から水族館入口まで 3 生体 
10-2.  0703  0:20 – 0:26  研究道路  
7 生体 + 4 死体 
11-1.  0706  1:37 – 1:49  研究道路 7 生体 
11-2.  0706 10:00 – 11:30 研究棟実習室北側 
から講義室北側 2 生体  
11-3.  0706  19:58 – 20:06  研究道路 2 生体 
12.  0708  22:38 – 22:47 研究道路 
13 生体 + 2 死体 
13.  0711  19:59 – 20:11 研究道路  115 生体 
14-1.  0714  19:50 – 20:04 研究道路 148 生体 
14-2.  0714  22:24 – 22:34 研究道路  
41 生体 + 4 死体 
15.  0715   20:00 – 20:18 研究道路 
105 生体 + 1 死体 
16.  0720  23:15 – 23:28  研究道路  
16 生体+ 2 死体 
17-1.  0721   5:22 研究道路 2生体（1ペアー） 
17-2.  0721  20:12 – 20:23 研究道路 27 生体 
18-1.  0723  20:04 – 20:12 研究道路 34 生体
18-2.  0723  20:17 事務室東端前海岸道路     
2 生体 
19.  0724  21:31 – 21:39 研究道路 19 生体 
20-1.  0727  19:48 – 19:58 研究道路 24 生体 
20-2.  0727  20:04  事務室東端前海岸道路 
 1 生体 
21-1.  0729  0:45 – 0:55 研究道路  
22 生体 + 2 死体 
21-2.  0729  21:31 – 21:41 研究道路 17 生体 
22.  0730  19:48 – 19:58 研究道路 24 生体 
23.  0807  23:30 – 23:47 研究道路 29 生体 
24.  0808  20:32 – 20:47 研究道路  
39 生体 + 2 死体 
25.  0831  20:15 – 20:25 研究道路 15 生体 
26.  0906  20:41 – 20:51 研究道路  
6 生体 + 1 死体 
27.  0907  19:48 – 19:56 研究道路  8 生体 
28.  0913   2:24 – 3:32 研究道路 17 生体 
29.  0924  19:52 – 20:00 研究道路   0 
30.  0925  19:08 – 19:18 研究道路 38 生体 
31-1.  0929  19:15 – 19:26 研究道路   
17 生体 + 1 死体 
31-2.  0929  21:57 – 22:06 研究道路  
5 生体 + 2 死体 
32.  1005   4:48 – 4:56 研究道路  1 生体 
33.  1018  19:25 – 19:35 研究道路  
22 生体 + 2 死体 
34.  1023  19:13 –19:23 研究道路 63 生体 
35-1.   1024   5:08 – 5:16 研究道路  
5 生体 + 3 死体 
35-2.   1024   6:26 – 6:33 研究道路 2 死体 
35-3.   1024  17:24 – 17:33 研究道路  
1 生体 + 2 死体 
35-4.   1024  19:24 – 19:33 研究道路 
69 生体 + 2 死体 
36-1.   1025  4:19 – 4:27 研究道路 35 生体 
36-2.   1025  5:26 – 5:34 研究道路  4 生体 
37.   1028  19:04 –19:12 研究道路  
43 生体 + 2 死体 
38.   1101  18:50 –18:59 研究道路  
52 生体 + 2 死体 
55 
39.   1112  19:33 –19:42 研究道路 27 生体 
40.  1123  18:06 – 18:20 研究道路  
5 生体 5 + 2 死体 
41.  1128  18:39 –18:49 研究道路 7 生体 
42.  1129  18:49 - 18:58 研究道路 10 生体 
43-1.   1130   2:54 - 3:05 研究道路 2 生体 
43-2.   1130   4:45 – 4:54  0   
43-3.   1130   5:50 – 5:57  0 
上記のように、実験所構内の“研究道路”上












































出現しているか調べるために、2011 年 6 月 28













られず少数になった。しかし、その後の 7 月 14
日の調査になると、今回の調査で最多数の 148
個体が 20 時前後に出現した（久保田, 2011b）。 
台風６号が接近し暴風雨となった直後の 2011
年 7 月 18 日も、定点の研究道路に少数個体が出






2011 年 6 月 29 日 – 7 月 1 日;  2011 年 10 月 23 - 









2011 年 9 月 24 日夜は出現してもいい時間帯
の調査なのに、出現が確認できなかった。この
時の気温は、この調査終了時間から翌朝まで 16 




日 18:30 から 11 月 29 日 6:27 までの最低・最高
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